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神戸学院大学 全学教育推進機構 特任講師

教職課程履修学生の教職志望意識の変化に関する分析

Analysis of Changes in Teacher Training
Students’ Desire to become Teachers

小嵜 麻由

Mayu OZAKI

（要旨）
全国的に教員採用選考試験の倍率は低下しており、教員不足は深刻な状態である。文部科学省は
教員の人材確保のため、現職教員の働き方改革を進めるとともに、教員採用選考試験の工夫改善を
各都道府県教育委員会に求めている。このように教職をめぐる動向が激しい現在、大学に入学して
教職課程を履修する学生は、どのような思いで教職課程を履修し続け、教職を志望し教員になって
いくのだろうか。逆に教職課程を履修し教員免許を取得しても、教員という職業に就かないという
選択をする学生も多い。彼等はなぜ、どのタイミングで教員ではなく一般企業への就職を選択した
のだろうか。本稿では2023年度に卒業した学生を対象に実施したアンケートを基に考察し、今後の
本学教職履修学生への支援につなげたい。

キーワード：教職、教職課程、内的な捉え、他者との関わり、職業選択



１．はじめに
文部科学省は、都道府県・指定都市教育委員会が実施した公立学校教員採用選考試験（以
下教員採用試験）の実施状況について毎年度調査を実施している１。2024年11月現在で最
新の情報として公開されているのは、2022年年度に実施された2023年度採用の教員採用試
験の調査であるが、この結果をみると採用者総数は35,981人で、前年度と比較して1,666人
増加しているのに対して、受験者総数は121,132人であり、前年度に比較して5,258人減少し
ている。全校種教科の競争率（採用倍率）は、前年度の3.7倍から減少し3.4倍で過去最低で
ある。教員の採用は自治体ごとに行っており、それぞれの自治体によって採用倍率は変動
するが、全体として教員希望者が減っていることが分かる。
また教員採用試験に合格しても辞退する人数が非常に多く、例えば2024年11月の高知県
教育委員会の発表によると、高知県の小学校教員採用試験においては、合格した280人のお
よそ７割にあたる204人が辞退したという２。このような状況は今年に限ったことではな
く、また高知県に限ったことでもない。熊本県のように2024年度実施の採用試験を年度内
にもう一度実施する、再募集を行う自治体も出てきた３。教職志望者の減少は深刻である。
このような状況を受け文部科学省は、中央教育審議会「質の高い教師の確保特別部会」
において、教師を取り巻く環境整備に関する総合的な方策について議論を行い、学校にお
ける「働き方改革」の更なる加速化や処遇改善、学校の指導・運営体制の充実等も含めた
教職の魅力向上、教職志願者の増加に向けた施策に取り組んでいる４。また、意欲ある教
員志願者を確保するため、教員採用試験の早期化・複数回実施等の改善の方向性について
提示し、教員採用試験の改善を促進する、としている。さらに３年生を対象とした選考試
験の実施を促すなどして、教職への入職者や入職希望者を増やし、人材を確保したい考え
である。
教師不足が深刻化し、働く場としてマイナスイメージの報道などもあるなか、本学に入
学し教職課程を履修する学生は、教職に対してどれほど志望意識を持って学んでいるのだ
ろうか。教育学部や教員養成を主目的としていない本学各学部に入学し、どのような思い
で教職課程を履修し始めるのか。そして本学の教職課程で学ぶ過程で教職を志望する気持
ちはどのように変化するのだろうか。最終的に教職を選んだ者とそうでない者は、いつ、
または何をもってその選択をしたのだろうか。それを解明できれば、教職課程を持つ大学
として本学ではどのように教員養成を行い、学生の意欲を支えればよいか、教壇に立って
長く教員として社会に貢献できる人材を育てられるのか、という手がかりになるのではな
いだろうか。

２．教職課程履修学生に対するアンケートの実施
２－１ 教職課程履修学生に関する先行研究
これまでに教職課程履修学生の志望意識について調査分析し、履修回避の方策について
提案されてきた例をみていく。丸岡（2019）は、教職課程を履修している学生に対し、学年
別にアンケートを実施し、「教師効力感」「自己効力感」「教師興味度」について相関関係と
有意差を調べ、「教師効力感」と「教職興味度」は強い相関があるとしている５。ここで丸
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岡は「『なぜ自分は教職を目指すのか』『なぜ教員をしたいのか』という自身の考えを深化
させ、定着させていくことが、教職の魅力ややりがいを得ることにつながる」とし、その
ような「教師効力感」を育む場として、先輩や学生同士の意見交換や議論の場である教職
課程履修者の自主サークルの活動がきわめて意義深いとしている。
佐々木（2019）は、英文科の教職履修学生に対して、教職回避の調査を行っている６。各
学年の教職履修学生に「今どのくらい教職に就きたいと思っているか」を５件法で尋ね、
そう思う理由について項目を挙げて問う調査である。ここでは１年から２年にかけてと、
３年から４年にかけてそれぞれ教職離れが起こる傾向が示されている。また教職回避は
「一般就職が有利」「教員採用試験の準備や受験が大変」「興味関心の変化」が主な要因であ
るとしている。さらに佐々木は４年次生にインタビューを実施し、彼らのコメントから、
学生が多くの不安を抱えていること、またその不安が教職課程の授業の中で指導教員の発
言や指導で生じている点に注目し、「実践的な授業を増やす」こと「学生にポジティブな声
掛けをする」ことなどを提案している。
中野（2021）は、教職課程を履修している３年次生と４年次生に対して、大学入学からそ
れまでの各学年時に「教師になりたい気持ち」を％で示させ、教職課程学生の教員志望の
変動要因を調べた７。これによると、教育実習中と実習終了時に教師になりたい気持ちが
最も高くなっている。また学生へのインタビュー内容をテキストマイニングで分析し、漠
然と教職課程を履修していた学生が、徐々に自分の考えに基づいて学ぶようになること、
また教育実習という未知への不安感を同じ志を持つ教職履修学生のコミュニティーが支え
ているということに言及している。
教員としての学びの軌跡を可視化しようと試みたものとしては、須田（2023）らが2022
年度の４年次生に行ったインタビュー調査がある８。これは、国立の教員養成大学で学ぶ
学生に対して行われたもので、量的調査と質的調査の両面から実施された。このうち質的
調査は４年次生４名に対して教員が Zoomでインタビューを実施するという形式で行って
いる。一人ひとりの学びのストーリーを聞き取り、教職への思いを％で表現させ、その推
移をグラフ化している。これによると、学生の教職に対する気持ちの変化に作用するもの
は、「自身の経験をプラスに変える個人の内発的な捉え」と、「他者との関わり」の２つの要
素であり、そこで重要なのは「関わりあいながら学ぶ」ことだとしている。

２－２ 本学における教職履修学生の現状
本学に教育学部や教育学科はないが、薬学部を除く各学部で教員免許を出すカリキュラ
ムを有している。これは「大学における教員養成」と、「開放性教員養成」の原則によるも
のであり、次世代の教育に直接かかわる教員を育成することは、社会貢献の意味でも非常
に重要な役割であると言える９。しかしながら開放性教員養成の場合、学生は学部の学び
も充実させなければならないうえ、卒業単位以外に教員免許を取得するための単位も多数
取得しなければならず負担が大きい、いわゆるカリキュラム・オーバーロードの問題を抱
えている10。
本学の教職課程を履修する学生の傾向として、１年生で教職課程を履修する学生は全学
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で200人を超えるが、学年があがるにつれ減少する。例えば、2023年度の卒業生は、2020年
入学時には全学で216名の教職課程履修者がいたものの、２年進級時点で151名、３年進級
時点では68名、４年次生では65名と減少していった。さらにこのうち教員を志望し何等か
のかたちで教職に就職した学生は、把握しているだけで22名である。これは現役で教員採
用試験に合格した者、公立および私立学校の講師として就職した者、教育系大学院に進ん
だ者を含んだ人数である。このように教員免許取得を目指し、教職課程の単位を積み上げ
ていながら、教員として就職する学生は入学時の10％程度である。

２－３ 本学教職課程履修学生に対するアンケートの方法と内容
先行研究で使用された質問紙やインタビュー内容を参考に、「教職選択についてのアン
ケート」を作成し、2023年度12月時点で教職課程を履修している４年次生の学生を対象に
実施した。2023年12月実施の教員免許一括申請ガイダンスでアンケート用紙を配布し、そ
の場で回収するとともに、記入できなかった学生や欠席した学生は後日個人的に提出する
よう呼び掛けた。
学生には①教員採用試験に合格した学生、②公立学校講師登録予定または私立学校講師
として勤務予定の学生、③本学大学院または他大学大学院進学予定で教員志望の学生、④
教員免許を取得予定だが教職以外の進路を予定している学生、のいずれかを選択させた。
該当する教職履修者は全員で65名だが、最終的に提出したのは32名で、その内訳は①５名、
②７名、③４名、④16名であった。
アンケートの内容は以下の⑴～⑷の通りである。

⑴ 「教職ライフイベント」
「教職ライフイベント」というタイトルで表１の例を示し、教職課程で学習してきた自
分の気持ちを振り返らせた。「教員に必ずなりたい」という気持ちを100％として、その時々
の「教職への思い」を％で表示させた。この時空欄を作らず、すべての年齢時について％
表示を記入させ、連続する気持ちの変化を表現させた。Ｃ「具体的な出来事～」の欄には、
教職につながる出来事を具体的に記入させた。特にＢ「教職への思い」に影響があった出
来事については、詳しく書くよう指示したが、すべての時期についてコメントを書く必要
はないと伝えた。

⑵ 職業選択に影響を与えた人、出来事
進路選択、つまり教職を志望、あるいは教職以外の職業を志望したことに、大きく影響
した人もしくは出来事について以下の項目を挙げ複数選択させた。また「その他」として
自分で項目を作ることも可とした。さらに選んだ内容について具体的なエピソードがあれ
ば記入させた。
①小中高の教員 ②小中高の友人 ③小中高の体験
④大学の教員・職員・指導員 ⑤大学の友人 ⑥家族
⑦教職課程の授業 ⑧教育実習での体験 ⑨スクールサポーターの体験11

⑩塾での体験 ⑪部活動やアルバイト（塾以外）の体験
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⑫就職活動の体験 ⑬教職教育センターの教員採用試験対策講座への参加体験
⑭その他（その他を選んだ場合は具体的に書く）

⑶ 身近に教育関係の職業に就いている、または就いていた人はいるか
身近に小中高大教員、学童保育施設勤務など教育関係の職業に就いている人がいるかど
うかを回答させた。その際自分との続柄と職種も記述させた。

⑷ 教職課程を履修したことに対する感想や意見
教職課程を履修したことに対して、感想や意見を自由記述させた。

３．教職課程履修学生に対するアンケートの結果と考察
３－１ 教員志望についてカテゴリー別平均値
先に述べたように、今回のアンケートに該当する学生は①教員採用試験に合格した学生、
②公立学校講師登録予定または私立講師勤務予定の学生、③本学大学院または他大学大学
院進学予定で教員志望の学生、④教員免許を取得予定だが教職以外の進路を予定している
学生、のいずれかに該当するが、①～③の学生は教職への就職を選択したとみることがで
きる。したがって①～③の学生16名を教職を選択したＡ群、④の学生16名を教員以外の職
業を選択したＢ群とする。
教職ライフイベントの表で「教職への思い」の推移を％で表示させたが、これについて
全回答者とＡ群（教員志望学生）、Ｂ群（教員以外の就職を選択した学生）のカテゴリーに
分け、学生が書いた％数字の平均値をグラフ化した（図１）。なおアンケートでは上限を
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表１：ライフイベントの記入例

Ａ年齢 Ｂ教職への思い
（％）

Ｃ具体的な出来事、当時の思考や行動、状況の振り返り
特にＢに記入した％が大きく変化した理由は必ず書いてください。

中学時代 20 ・部活動に熱中した。

高校入学 30 ・塾の先生に憧れを持つ。

高校２年４月 0 ・目の前のことに必死で教職について考えたことがなかった。

高校３年４月 0

高校３年11月 0 ・神戸学院大学を第１希望にしたが、教職については考えていな
かった。

大学入学 50 ・教職課程のオリエンテーションで漠然といいなと思った。

大学２年前期 70 ・教職の授業、特に「生徒・進路指導論」に興味を持った。

大学２年後期 50 ・塾のバイトをしていたが、授業がうまくいかなくて悩んだ。教
員に向いていないかもと思った。

大学３年前期 70 ・教職サポート室の先生と話をして、塾と学校との違いについて
教えてもらった。

大学３年後期 80 ・スクールサポーターで学校現場を見て、やはり教職に就きたい
と思うようになった。部活の顧問もしたいと思った。

大学４年前期 90 ・教育実習が大変で、一瞬くじけそうになったが、教採面接練習
で教職に向き合って考え、気持ちが固まった。

大学４年後期 100
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図１：教職への思い カテゴリー別％の平均値

100％と設定したが、教職への強い気持ちを表現したかったのだろう、最大値を120％と記
入した学生が２名いた。学生の思いは理解できるが、統計処理上120と記述されていた部
分は100と読み替えて処理している。

ライフイベントごとの「教職への思い」の全体の傾向を見ると、大学入学まで、特に高
校生時代進級する間に少しずつ希望が高まってきている。しかし平均50％を上回ることは
ないままに入学している。大学入学時や大学１年次生までは、教職を選択したＡ群よりも、
むしろ教員以外の就職をしたＢ群の方が教職に対してやや高い数値である。注目すべきは
大学２年次後期のタイミングで、その後教職志望の度合いが大きく分かれる、いわゆるター
ニングポイントである。この時点を経てＡ群は教員志望の気持ちを高めていく。特に大学
４年次前期の伸び率が大きい。これは教育実習や教員採用試験を受験する時期と重なる。
一方教員以外の職業を選択したＢ群については３年次生後期で急激に下がる。これは就職
活動が本格化する時期にあたる。しかしＢ群においては、就職が決まった後でも教職への
思いが完全に０％になるわけではなく、平均30％を切ることなく卒業していく。つまり教
職への思いを残したまま卒業する学生がいることが分かる。
このグラフから、まず大学入学時までの時期と２年次生から３年次生前期ごろの思いの
変化に注目する。また教職を選択するに至った要因についてさらに詳しくみていく。

３－２ 「教職への思い」カテゴリー別箱ひげ図
各時期の分布がより詳しく分かるよう、同じデータで、全回答者、Ａ群、Ｂ群ごとに箱
ひげ図を作成した（図２～４）。
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図２：教職への思い 全回答者の箱ひげ図
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図３：教職への思い Ａ群：教職を選択した学生の箱ひげ図



平均値で見た時にも述べたように回答者全員の箱ひげ図からは、大学入学時の意欲は平
均50％を超えることはなく、分布も低位に集まっていることがわかる。ただしＡ群Ｂ群と
も高校生ですでに100％のモチベーションを持って本学に入学してくる学生も存在してい
る。
教職を選択したＡ群においては、２年後期までは０％から100％まで回答が分散してい
るが、大学３年次生進級を越えると、その後平均値は急速に上昇し、分布の幅も狭くなっ
ていく。大学４年前期になると分布は完全に高位に集まっている。
一方教員以外の職業を選択したＢ群は、高校３年11月、つまり大学進学を決める時期に
最も振れ幅が大きく、大学入学時の数値もまだ分散している。しかし大学２年前期に急速
に平均値である約47％周辺に収束し、その後数値は低位に集まってくる。ただし教職への
思いを80％に保ったまま卒業していく学生もいることが分かる。

４．自由記述から「教職への思い」の推移を読み取る
４－１ 大学入学時に教職課程にどのような思いを持っているか
ライフイベントの記述部分を丁寧に読み、学生の思いを読み取っていく。この時先行研
究を参考に「個人の経験の内的な捉え」と「他者との関わり」という視点で分類していく。
ただしここで「個人の経験の内的な捉え」（以下「内的な捉え」）は教職に対してポジティブ
な場合もネガティブな場合も検討することとする。
例えばライフイベントの表の高校３年11月に、大学受験の段階で①「教職課程を取るこ
とができるから受験した」といった内容の記述がある。これも「内的な捉え」であろう。

その数はＡ群で16名中11名いたのに対し、Ｂ群では16名中２名である。また大学入学まで
の欄に、「教育について学ぶうちに興味を持った」などの①以外の「内的な捉え」を記述し
たのはＡ群11名、Ｂ群は３名だった。一方③「自身が出会った小中高の教員との関わりで
教職を考えるようになった」というような記述をした者はＡ群で16名中３名、Ｂ群で16名
中10名、④「親に勧められた」という内容の記述をしたのはＡ群１名Ｂ群２名である。③
④は「他者との関わり」からの選択に分類する。ここまでを表にまとめると次のようにな
る（表２）。

大学入学までの時期、平均値、箱ひげ図とも「教職への思い」の％の数字はＡ群Ｂ群と
も低位で、差異がないようにみえるが、記述内容をみると、Ａ群とＢ群では明らかに大学
入学前から教職に対する向き合い方が異なっていることがわかった。つまり、のちに教職
を選択することになるＡ群の学生は、すでに教職に対して「内的な捉え」を強く持ってい
る学生が多く、その結果教職課程を持つ大学を自ら選んで受験し、本学に入学している割
合が大きいことがわかる。もちろんこれはあくまで傾向で、大学入学まで全く教職に思い
がなかったのにもかかわらず、入学当初の教職課程履修登録ガイダンスを聞いて教職課程
履修を決め教職を選択するに至ったというＡ群の学生も１名いる。履修登録ガイダンスと
いう「他者との関わり」、新たな出会いも職業選択に影響を及ぼすことになり得るという例
である。
逆にＢ群は、小中高の先生に憧れたり、進学時に教職を強く勧められたりといった「他
者との関わり」を支えに教職課程を取り始める学生が多い。しかし入学当初は「教職への
思い」が強いＢ群だが、「内的な捉え」が弱ければ、最終的に教職を選択しないことがわか
る。

４－２ ２年次～３年次前期にどのような思いを持っているか
平均値の推移による概観、および箱ひげ図からもわかるように、Ａ群、Ｂ群ともターニ
ングポイントは２年次前期から後期である。この時期にどのような気持ちの変化が起こっ
ているのか、またその時期を乗り越えた３年次前期に何が起こっているのか、Ａ群、Ｂ群
それぞれライフイベントの大学２年次前期から３年次前期までの自由記述を取り出して、
すべての記述を以下の４項目に分類し出現率をまとめた。一人の学生が複数記述している
場合もあるし、何も記入しない学生もいる。
①「内的な捉え」と言える内容で教職に対してポジティブなライフイベント
②「他者との関わり」に関する内容で教職に対してポジティブなライフイベント
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図４：教職への思い Ｂ群：教員以外の職業を選択した学生の箱ひげ図



その数はＡ群で16名中11名いたのに対し、Ｂ群では16名中２名である。また大学入学まで
の欄に、「教育について学ぶうちに興味を持った」などの①以外の「内的な捉え」を記述し
たのはＡ群11名、Ｂ群は３名だった。一方③「自身が出会った小中高の教員との関わりで
教職を考えるようになった」というような記述をした者はＡ群で16名中３名、Ｂ群で16名
中10名、④「親に勧められた」という内容の記述をしたのはＡ群１名Ｂ群２名である。③
④は「他者との関わり」からの選択に分類する。ここまでを表にまとめると次のようにな
る（表２）。

大学入学までの時期、平均値、箱ひげ図とも「教職への思い」の％の数字はＡ群Ｂ群と
も低位で、差異がないようにみえるが、記述内容をみると、Ａ群とＢ群では明らかに大学
入学前から教職に対する向き合い方が異なっていることがわかった。つまり、のちに教職
を選択することになるＡ群の学生は、すでに教職に対して「内的な捉え」を強く持ってい
る学生が多く、その結果教職課程を持つ大学を自ら選んで受験し、本学に入学している割
合が大きいことがわかる。もちろんこれはあくまで傾向で、大学入学まで全く教職に思い
がなかったのにもかかわらず、入学当初の教職課程履修登録ガイダンスを聞いて教職課程
履修を決め教職を選択するに至ったというＡ群の学生も１名いる。履修登録ガイダンスと
いう「他者との関わり」、新たな出会いも職業選択に影響を及ぼすことになり得るという例
である。
逆にＢ群は、小中高の先生に憧れたり、進学時に教職を強く勧められたりといった「他
者との関わり」を支えに教職課程を取り始める学生が多い。しかし入学当初は「教職への
思い」が強いＢ群だが、「内的な捉え」が弱ければ、最終的に教職を選択しないことがわか
る。

４－２ ２年次～３年次前期にどのような思いを持っているか
平均値の推移による概観、および箱ひげ図からもわかるように、Ａ群、Ｂ群ともターニ
ングポイントは２年次前期から後期である。この時期にどのような気持ちの変化が起こっ
ているのか、またその時期を乗り越えた３年次前期に何が起こっているのか、Ａ群、Ｂ群
それぞれライフイベントの大学２年次前期から３年次前期までの自由記述を取り出して、
すべての記述を以下の４項目に分類し出現率をまとめた。一人の学生が複数記述している
場合もあるし、何も記入しない学生もいる。
①「内的な捉え」と言える内容で教職に対してポジティブなライフイベント
②「他者との関わり」に関する内容で教職に対してポジティブなライフイベント
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表２：教職課程を取るまでの時期についての記述内容

記述内容 Ａ群 ｎ＝16 Ｂ群 ｎ＝16

内的な捉え
① 教職課程のある大学を選んだという内容 11（69％） ２（13％）

② ①以外の内的な捉え 11（69％） ３（18.8％）

他者との関わり
③ 小中高の教員との関わりについての内容 ３（18.8％） 10（63％）

④ 親に勧められたという内容 １（６％） ２（13％）



③「内的な捉え」と言える内容で教職に対してネガティブなライフイベント
④「他者との関わり」に関する内容で教職に対してネガティブなライフイベント
ここでいう①に該当する記述は、例えば以下のようなものである。
・苦しいけれど、その中でもやりがいがあった。
・教職の授業を受けているなかで、教師は難しいがやりがいがありそうだと感じた。
②は大学の講義、勉強会、スクールサポーター、アルバイトなどで教員や友人などと関
わるような内容を記述しているものを取り上げた。例えば以下のような記述がある。
・塾のアルバイトを通して、他人の人生に深くかかわる仕事に興味をもつ。
・対面授業が始まったことで、教職履修者同士で助け合えた。
・「生徒・進路指導論」の講義の先生の言葉で絶対的な憧れを持つようになった。
③は以下のような記述を取り上げた。
・履修の多さに驚き、課題で精一杯。模擬授業もその場しのぎのようになる。
・授業の組み立て方が大変で少しやる気が落ちる。
・学んでいるうちに、自分にできるかどうかわからなくなった。
④としては以下のような記述を取り上げた。
・バイト先にそのまま就職しようかと考える。
・教職の友達が次々と（教職課程を）やめていき、自分もやめようか悩んだ。

このアンケートでは、特に気持ちの変化があった場合にその時期の該当箇所にライフイ
ベントを記述するよう指示を出した。したがって特段何も気持ちが揺れることがなければ
記入せずに空欄で提出することも可能であった。Ｂ群は全体的通して記述が少なかった。
なおこの学年は2020年に大学に入学しており、大学１年次はコロナ禍で登学できない状態、
２年次前期も登学に制限がかかっていた。したがって２年次後期になってようやく対面登
学が再開されている。そのことが学生の気持ちに少なからず影響していると思われるが明
らかにできていない。
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表３：大学２年次前期～３年次前期におけるライフイベントの自由記述分析
Ａ群（教職を選択した学生）ｎ＝16

①内的な捉え
ポジティブ

②他者との関わり
ポジティブ

③内的な捉え
ネガティブ

④他者との関わり
ネガティブ

２年次 前期 10（63％） ２（12.5％） ２（12.5％） ０（０％）

２年次 後期 ６（38％） ２（12.5％） ５（31.3％） ２（12.5％）

３年次 前期 ７（43.8％） ７（43.8％） ２（25％） １（６％）

表４：大学２年次前期～３年次前期におけるライフイベントの自由記述分析
Ｂ群（教職以外の職業を選択した学生）ｎ＝16

①内的な捉え
ポジティブ

②他者との関わり
ポジティブ

③内的な捉え
ネガティブ

④他者との関わり
ネガティブ

２年次 前期 ３（18.8％） １（６％） ２（25％） ０（０％）

２年次 後期 １（６％） ０（０％） ３（18.8％） １（６％）

３年次 前期 １（６％） ０（０％） ３（18.8％） １（６％）
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図５ 職業選択に影響を与えた人、出来事

Ａ群の特徴としては、２年後期ネガティブな内容が増えるが、このほとんどが「授業が
多い」「単位取得が苦しい」という内容である。しかし３年前期は一転してポジティブな内
容が増える。ポジティブな「内的な捉え」として具体的には、「単位取得に邁進した」とい
う内容や、「教科教育法で行った模擬授業の面白さ」に言及している記述がある。「他者と
の関わり」として多いのはスクールサポーターとしての経験であるが、他にも教育実習事
前指導における先輩からの話などを挙げる学生もいた。３年次生に進級し単位取得のめど
が立ってくること、教職課程の授業で実際の場に近い学びが始まること、またスクールサ
ポーターなど小中学生と直に接する機会を得たり教育現場を経験したりすることなどが、
学生の気持ちを後押しするのではないだろうか。
逆にＢ群は、ポジティブな「内的な捉え」に関する記述も、「他者との関わり」を示す記
述も少なくなっていく。

４－３ 職業選択に影響を与えた人、出来事
最終段階の進路選択に大きく影響した人もしくは出来事について「その他」の項目を含
む14項目から複数回答させたところ、図５のようになった。

教職に就くＡ群では、教職選択に影響を与えたこととして「教育実習」の項目を選んだ
学生が16名中８名と最も多い。次いで「小中高の教員」、「スクールサポーターの体験」が
６名の同数、「教職の授業」５名と続く。一方教職以外の職業に就くＢ群では「家族」が16
名中６名最も多く、次いで「就活での体験」の５名であった。「家族」を選んだ学生の記述
をみると、「家族に教職免許をとるよう進められた」「安定した職業に就いて欲しいと言わ
れた」「母親が教員だったのでその姿をみて」などの内容がみられる。選択肢に「家族」を
入れたのは、教職に入職するかしないか、その選択を決定した要因として「家族」のアド
バイスがどれだけあったかを探りたかったのだが、質問の意図がうまく伝わっていない学
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生も多く、おそらく「教職課程を選択した時に家族の助言があったか」を問われていると
思った学生が多かったようだ。
むしろＡ群で多かった項目をＢ群でみてみると、「教育実習」を選んだのは16名中３名、

「小中高の教員」は４名、「スクールサポーターの体験」は１名のみだった。つまり、教職に
就くＡ群と一般企業に就職するＢ群を比較して考えると、学生が教職に就こうと思うきっ
かけは、教育実習やスクールサポーターなど実際の学校現場での体験によるところが大き
いことがわかる。またＡ群とＢ群で差の大きい項目が「小中高の教員」や、「大学教職員」
など学びの場での先輩教員との出会いであることも注目すべき点である。ここで思い出し
たいのは、教職ライフイベントの高校までの記述では小中高の先生がきっかけで教職をと
るようになったと記述した学生はＡ群の３％にすぎなかったということである。ここから
教職に就くことを選んだＡ群の学生は、４年間の本学での学びの間に、小中高の教員に対
する思いがポジティブな方向に捉え直されたのかもしれないと推測する。
最後に身近に教育関係の職業の人がいるか、という質問ではＡ群が16名中10名（63％）、
Ｂ群は16名中４名（25％）がいると回答した。Ａ群には教育関係の仕事をしている大人が
身近にいる学生が多いことがわかる。

４－４ 教職課程を履修したことに対する感想や意見の記述からの考察
教職課程を履修したことに対して感想や意見を自由記述で回答させた。Ａ群16名中15
名、Ｂ群16名中13名が何らかの記述をしたが、記述した学生はＡ群Ｂ群とも全員が、教職
課程を最後まで履修し免許を取得できることの充実感や達成感を述べていた。例えば「と
にかく苦戦したが履修していてよかった。大学で一番の思い出となった。」という記述も
みられた。このアンケートの実施が教職課程の最終段階である教員免許一括申請のガイダ
ンスを行った時であった、ということや、アンケートを実施したのが教職課程担当の教員
だったことも影響してるであろう。
教職への「内的な捉え」についてみると、Ａ群は全員数か月後に教壇に立つことが決まっ
ているため、意欲に溢れる記述が多いが、Ｂ群の中にも「卒業後は教職以外の職種ですが、
機会があればいつか教職員も考えています。」「塾講師をしながら教採の受験も考えていま
す。」など教職にポジティブな記述がみられる。具体的には将来教員採用試験を受け直す
かもしれないと書いた学生が４名、教育実習の経験を通して教員に気持ちが戻ってきたと
いう内容を記述した学生が２名いた。
「他者との関わり」という視点からみると、Ａ群で１名が、「教職を通じたつながりや人
との関わり、教え教えられる仲間の存在、何より何度も負けそうになった時に支えてくれ
たサポート室指導員の先生をはじめとする先生方のご支援に感謝しかありません。」と記
述しており、明らかに「他者との関わり」が自分を支えたと述べる学生がいた。また別の
１名が専任教員に対する感謝を述べている。Ｂ群では専任教員や教職サポート室指導員に
対しての記述はないが、「教職で出会った友人たちは私にとって一生の宝物です。」「よい仲
間に出会えたことは本当に感謝したい。」というように仲間や友人との繋がりに言及した
学生が２名いた。
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５．まとめ
教職課程を履修し卒業間際の本学４年次生を対象に「教職への思い」がどう推移してき
たかアンケートを実施し、「内的な捉え」と「他者との関わり」という視点で検討した。
のちに教職を選択することになるＡ群の学生は、大学入学までの小中高時代、すでに教
職に対してポジティブな「内的な捉え」を強く持ち、教職課程のある大学を自ら選んで受
験してきた学生が多い。教職にすすむかどうかのターニングポイントは２年次生後期から
３年次生であるが、この時期Ａ群Ｂ群とも履修すべき授業が多く単位取得が苦しくなり教
職課程の履修を断念しそうになる。
しかし３年次前期、Ａ群は一転して教職に対して意欲を高め、ポジティブな内容の記述
が増える。この時期から「他者との関わり」がＡ群の学生の「教職への思い」を後押しす
るのである。具体的には、スクールサポーターでの児童生徒との関わり、現場の教員との
関わり、教育実習事前指導における先輩からの話などで教職への思いが高まったとした学
生が多くみられた。そして最終的にＡ群が教職に就くのは、教育実習やスクールサポー
ターなど実際の学校現場での体験が決め手となっている。また「小中高の教員」や、「大学
教職員」などが教職の選択に影響を与えたと回答した学生もＢ群より多かった。現在教育
に携わっている大人との出会い、先輩教員との出会い、過去の教員像の捉え直しが、学生
を教職の道へ誘っている。
一方で、のちに一般企業に就職するなど教職に就かないＢ群は、大学入学当初、親の助
言や教員との出会いなど「他者との関わり」を手掛かりに教職課程を履修した学生が多い。
しかし「内的な捉え」は低いままスタートする。さらにターニングポイントである２年次
から３年次においては「内的な捉え」だけでなく「他者との関わり」もほとんどなく、教
職への思いが下がっていく。ただし教育実習を体験することで、教職への思いが維持され、
気持ちを残して就職していく学生が一定数いるということがわかった。
本調査はＡ群Ｂ群ともに16名という限られた人数である。しかも教職課程担当の教員に
よる調査であるため、教職により親和的な気持ちを持つ学生が協力した、とみるべきであ
る。さらに、Ａ群Ｂ群とも最終的に教員免許を取得できた学生であることに変わりはなく、
この調査には登場しない「教職課程を途中で断念した」多くの学生がいる。今後、そのよ
うな学生の声こそ拾っていくアンケートを考えたい。

６．おわりに
今回のアンケートで、教職履修学生の教育課程後半において、教職に向かうためのポジ
ティブな「内的な捉え」を喚起し教職に就こうという気持ちを後押しするのは、「他者との
関わり」であることがわかった。「他者との関わり」を促すような仕組み、例えば大学の教
職課程の科目でアクティブラーニング型の授業展開を行う、教職自主サークルや勉強会と
いった場を保障し支援する、など教職履修学生同士で学び合う機会を作る、ということも
考えられる。また合格体験談や教育実習について聞く会を実施する、卒業生教員と交流す
る、地域のスクールサポーターなどの参加を促す、といった先輩教員と出会う機会を持た
せることも大いに効果が期待できる。本学でもこのような内容を学生に提供すべく、教職
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教育センター教職教育サポート室を設置するなどして教職を履修している学生を支援して
きたが、今回のアンケート結果を教職課程に携わる教職員やサポート室指導員と共有し、
よりよい学生への支援を考えていきたい。
文部科学省は「令和の日本型学校教育」のなかっで「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の実現を求めている12。このうち「協働的な学び」とは、年齢や学校を越えての学習、
地域とも連携して教育を行うことが謳われている。このことは初等中等教育だけでなく大
学教育にも求められるべきことであるし、特にこの「協働的な学び」を教授できる教員を
育成するべき教職課程こそ、そのような教育をしていくべきであろう。その意味でも「他
者との関わり」を促す教育は推進されるべきである。
教員不足は全国的に喫緊の課題である。次の時代の教育を担う若者を育てる大学の教職
課程は、今後何をしていけばよいのか、その責任は重い。本稿でいうＢ群のような学生が、
教育の視点のある他者ともっと早く関わりを持つことができれば、教職の道を選択したか
もしれない。「他者との関わり」を促す教職課程のあり様をさらに考えて実施し、教職に少
しでも気持ちのある学生が、力強く教職に進めるよう尽力したい。

注
１ 文部科学省，2023「令和５年度（令和４年度実施）公立学校教員採用選考試験の実施状況のポイント」
https://www.mext.go.jp/content/20231225-mxt_kyoikujinzai02-000033218_1.pdf
（最終閲覧2024年11月16日）

２ NHK 高知NEWS WEB，2024「高知県教委 小学校教員採用試験で合格者の７割超が辞退」
https://www3.nhk.or.jp/lnews/kochi/20241107/8010022024.html
（最終閲覧2024年11月16日）

３ 熊本日日新聞，2024「熊本市の教員追加募集、倍率1.8倍に 臨時採用講師まで対象広げた効果 一部
教科は志願者なしも」
https://news.yahoo.co.jp/articles/d8ad3cf3235a17573693faa60e57eef1a41d3924
（最終閲覧2024年11月16日）

４ 文部科学省，2024「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する
総合的な方策について（答申）」
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/099/mext_00003.html
（最終閲覧2024年11月16日）

５ 丸岡俊之，2019「教職課程学生の教職志望意識の形成に及ぼす影響 ―教師効力感、自己効力感、教
職興味の視点から―」近畿大学教育論叢 31(1) pp.53-66
ここで「教師効力感」とは、「教育場面において子どもの学習や発達に望ましい変化をもたらす教育
的行為をとることができるという教師の信念」と定義している。

６ 佐々木顕彦，2019「教職課程履修者の教職回避に関する調査研究 ―英文科の学生を対象に―」武庫
川女子大学 学校教育センター年報 第４号 pp.89-101

７ 中野達也，2021「教職課程学生の教員志望の変動要因分析」駒沢女子大学 研究紀要 第28号
pp.125-142

８ 須田康之，山中一英，別惣淳二，石野秀明，清水優菜，2023「学生は教師になることとどのように向
き合っているのか ―インタビュー調査に基づく学びの軌跡の可視化―」大学教育学会誌 45(2)
pp.81-91

９ 2006年の文部科学省の答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」に以下の説明がある。「我
が国の教員養成は、戦前、師範学校や高等師範学校等の学校で行うことを基本としていたが、戦後、
幅広い視野と高度の専門的知識・技能を兼ね備えた多様な人材を広く教育界に求めることを目的と
して、教員養成の教育は大学で行うこととした（「大学における教員養成」の原則）。また、国立・公
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立・私立のいずれの大学でも、教員免許状取得に必要な所要の単位に係る科目を開設し、学生に履修
させることにより、制度上等しく教員養成に携わることができることとした（「開放制教員養成」の
原則）。」

10 阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会では、2024年５月の課題研究会において「『カリキュラム・
オーバーロード』の問題から、これからの教職課程を考える」と題して研究会を行い代表校が現状を
報告した。開放性教員養成を行っている阪神地区68大学を会員に有するこの協議会において「カリ
キュラム・オーバーロード」は問題視されている。

11 スクールサポーターとは本学のある神戸市の取り組みで、教員を目指す大学生・大学院生・短期大学
生を、神戸市立の小・中・義務教育学校に配置し、学校教育活動を支援するとともに、将来教員とな
る人材の自覚や資質を高め、神戸の教育力向上に資することを目的に実施されている。

12 文部科学省，2021「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ―全ての子供たちの可能性を引き
出す、個別最適な学び、と協働的な学びの実現（答申）」
https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf
（最終閲覧2024年11月16日）
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教採合格への道のり

浅野 央大

１．教員を目指すきっかけ
私は父がもともと教員をしており、身の回りにも教員の知り合いが多くいたため、自然
と将来は教員になろうと中学の頃から考えていた。そんな中で私が教員を目指そうとはっ
きりと思うようになったきっかけは、高校時代の部活動の顧問に憧れを持ったからである。
私は高校時代にバスケ部に所属していた。その時の顧問は、他の先生と比べて、生徒で
ある自分たちの意見をしっかり聞いてくれる先生だった。部内で何か問題が起こった時
も、先生がどうこう言うのではなく、まず自分たちがどうしたいのか、その上で、今後ど
うしていくのか話し合うということが多かった。それはプレーにおいてもそうで、顧問の
指示ではないプレーをした時は、怒るのではなく、なぜそのプレーをしたのか聞いてくれ
た。また、私が怒られることを激しく嫌うことをしっかりとわかってくれており、学校生
活や部活でトラブルがあるといつも、まずは意見を聞き、その上で諭すように話をしてく
れた。このように、いい意味で生徒と距離が近く、生徒に寄り添うことができる、そんな
教員になりたいと思った。また、生徒一人ひとりと向き合い、その生徒のためになる行動
ができる教員になりたいと思った。

２．教採について
私が教採の対策を始めたのは、大学４回生になってからだ。４回生になるまでは、教採
の過去問や SNS で流れてくる問題を見たり、好きな分野の問題を解く程度であまり勉強
していなかった。そして、４回生の４月から毎日３時間程度教職のサポート室へ行き全国
の過去問を解いていた。過去問を解いていくと自分の苦手な分野がはっきりとわかり、効
率的に勉強できた。また、私は漢字がとても苦手なため、漢字だけ別で問題集を用意し、
重点的に勉強していた。私は、専門科目よりも一般教養の方が楽しく解くことができたた
め、専門科目を中心に勉強をしてその休憩として一般教養を解いていた。また、サポート
室にいる友達と点数を競ったり、問題を出し合ったりして勉強に飽きないようにしていた。
しかし、毎日勉強するという生活は大学受験以来だったため、しんどくなることも少な
くなかった。そんな時は、バイトの友達や地元の友達と遊びに行ったりしていた。
そんな中、教採が近づいてくると、大学で集団討議の練習や模擬授業の対策講座などが
あり、積極的に参加していた。特に役立ったと感じるのは、面接練習だ。面接内容につい
ては、事前に自分で調べ、あらかじめ答えの内容などを考えておいた。しかし、練習であっ
ても上手くはいかなかった。ただ、実際に面接官の経験がある先生方が行ってくれるため、
的確なアドバイスをくれるため、どう改善していけば良いのかすぐにわかった。
そして、私は一人で黙々と勉強するのが好きではないし、苦手なため、友達と一緒に勉
強できる環境があってよかったと思う。また、同じ教員を志す友達が多くいる大学で良
かったと思う。
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３．教員になるということ
私は今まで教員になるために勉強していたが、今からは教員として成長していくために
勉強しなければいけない。中学時代からの夢が叶ったうえで、さらに努力しなければいけ
ないというのはすごく大変だと思う。また、教員になることが目的になってしまってはい
けない。私は、これから先に出会う生徒のためにできることを一生懸命していきたい。そ
して、教員としても、社会人としても今まで以上に努力し、さらに先の夢に繋げていきた
いと思う。

４．これから教員を目指す方へ
私は、教員になるという夢を持って大学４年間を過ごした。その中で勉強したのは、最
後の１年のうちの４カ月だ。それ以外は、遊んだりバイトしたりと自分のしたいことをし
て生活していた。だから、私はこの大学４年間で後悔はない。
これから教員を目指す方は、「教採どうしよう」や、「自分は教員に向いているのかな」な
ど様々な不安があると思う。そんな時は、友達や親御さん、先生に聞くもよし、自分で悩
み続けるもよし。悩むことは何も悪いことではない。ただ、後悔がないようにしてほしい。
将来を考えて辛くなる時もあると思うが、そんな時こそ自分らしく、自分の好きな方を選
べばいい。その選択をできるのは、自分自身だけ。一人でも多くの夢が叶うことを願う。
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教職課程を履修して

岸本 小雪

１．教員を目指したきっかけ
私は、「大学に行くなら、何か資格を取りなさい」という両親の言葉で教職課程を履修し
始めました。軽い気持ちで教員免許の取得を目指しましたが、将来は民間企業への就職を
考えていたように思います。しかし、３回生の夏、周りの友人が就活に向けて動き始め、
私も大学卒業後のことを考えなくてはいけなくなりました。そのときに心のなかでなんと
なく「公務員になりたい」という気持ちがあったので、公務員試験も視野に入れつつ、教
員免許を取るなら、と教員採用試験を受けることを決めました。
「教員になりたい」と思うようになったのは、アルバイトでの経験が大きいように思い
ます。２回生から個別学習塾でのアルバイトを始めました。小・中学生に何かを教えるこ
とは今までなく、初めのころは苦戦することばかりでしたが、私なりに工夫して説明して
いくなかで、生徒が理解してくれたときはとても嬉しく、教えることの面白さを知ること
ができました。３回生からは放課後児童クラブのアルバイトを始めました。学童を利用す
るのは、低学年が多く、塾でのアルバイトとはまた違った難しさがありました。楽しむだ
けでなく、ときには注意することも必要で、どう関わっていいのか試行錯誤ばかりでした
が、私なりに真正面から児童生徒と向き合い、できることを精一杯取り組むようにしてい
ました。その後、４回生で引っ越しをするためにアルバイトを辞めることになったのです
が、そのときに手紙を書いてくれたり、泣いてくれたりした子がいました。私も寂しかっ
たのですが、それと同時に、こちらが真正面から向き合うと子どもたちも同じように向き
合ってくれることが分かり、とても嬉しく今までが頑張ってきたことが報われたような気
持ちになりました。このときに「子どもと関わる仕事に就きたい」と真剣に考えるように
なったんだと思います。アルバイトでは、小学生と関わることが多かったのですが、取得
を目指している免許は中学校・高等学校の２つだったので、より基礎を教えることのでき
る中学校の教員を目指しました。

２．教員採用試験に向けて
教員採用試験に向けて行ってよかったと感じたことは２つあります。１つ目は、一般教
養を基礎から勉強し直したことです。大学に入学してから、国語以外の科目は全くと言っ
ていいほど勉強していませんでした。だから、３回生の２月頃から少しずつ、中学校向け
のテキストを使って復習を始めました。社会・理科を中心に繰り返し解くことで、広く浅
くの知識をつけることを意識しました。一般教養の試験において、１つ１つの科目の割合
は少ないですが、確実に点数を取るために、幅広く勉強することは重要だと思います。
２つ目は、友人と集団討議、模擬授業の練習をしたことです。６月にあった集団討議、
８月の模擬授業、どちらも直前にサポート室や空き教室を使って、模擬練習を行いました。
自分ではできているつもりでも客観的に見てもらうことで、お互いに良かったところや足
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りないところを知ることができました。また、私は一人で勉強しているとすぐに集中でき
なくなってしまうので、授業後や休日に集まって友人と勉強会を開いていました。
このほかにもサポート室では、先生方にグループワーク・面接の練習や、教職教養の授
業をしていただきました。何度も練習に付き合ってくださり、試験だけでなく気持ちの面
でもたくさん支えてくださいました。

３．最後に
軽い気持ちで履修し始めた教職課程でしたが、４年間でさまざまなことを学び、とても
充実した大学生活になりました。こういった風に思えるのは、サポート室の先生方、教職
の先輩方、一緒に頑張ってきた友人がいたからです。本当にありがとうございました。
兵庫では、今年度から３年生受験、採用地域を限定した特別選考など、さまざまな取り
組みが始まっています。私自身、この制度を利用させていただき４月から地元で働くこと
ができるようになりました。どんどん人数が減ってしまっている地域だからこそ、できる
ことを見つけて、私なりに生徒と向き合って取り組んでいきます。これから受験するみな
さんにも、それぞれの目標を見つけて頑張っていってほしいです。
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挫折の先にあったもの

奥本 奈緒

１．教員を志したきっかけ
幼い頃から人と関わること、人の笑顔を見ることが好きでした。教員採用試験の合格通
知を見た日に、短冊に母の字で書かれた「学校の先生になりたい」と書かれた七夕の写真
を見つけました。自分で字を書くことすら出来ないほど幼い頃から教員という仕事に憧れ
を持っていました。
どんな教員になりたいか、具体的な理想を持ったのは中学３年生の頃に出会った担任の
先生の影響で、厳しさの中に愛情を感じることができる先生でした。どんな時でも生徒の
目線に立ち、時には厳しく指導されることもありましたが、困った時は必ず味方でいてく
れたと今でもはっきりと覚えています。そんな先生の姿を見る内に、私も生徒の笑顔を作
るために行動できる、困っている生徒の背中をそっと押してあげることができる教員にな
りたいと感じるようになりました、漠然とした教員像から少しずつ自分の中でなりたい自
分が見つかるきっかけとなった素敵な出会いとなりました。
このようなきっかけから、明確な目標を持ち教員を目指すようになりました。ここから
はそんな私が教員採用試験に合格するまでの道のりを伝えていきたいと思います。これか
ら教員採用試験を受けようと考えている人、迷っている人の少しでも役に立てれば幸いで
す。

２．教員採用試験合格に向けて
教員採用試験に向けて行動し始めたのは、大学３年生になったばかりの頃です。まずは
情報収集から始め、必要な教科、必要な対策を調べました。私は大阪府を受験したのです
が、大阪府は他府県とは違い、一般教養が無い代わりに数的処理があったため、その対策
から始めました。
教職教養・数的処理・専門教科など勉強するべきことは膨大でしたが、一番苦戦したの
はやはり、二次試験の個人面接でした。教員になりたいという気持ちは強くても、実際に
自分の長所は何なのか、それを教育の場でどのように活かす事ができるのか、考えれば考
えるほど分からなくなってしまい、そもそもこんな自分が教員になってもいいのかと思い
詰めるほどでした。そんな時は一緒に教員採用試験を受ける友達と集まりお互いの長所を
言い合い、その活かし方を考えました。
模擬授業練習会も有意義な時間でした。自分には考えつかないような授業をしている同
級生の存在を知り、自らのモチベーションに繋がりました。周りのみんなに負けないよう
にできる限り完成度の高いものに仕上げようと奮闘したことが、二次試験での模擬授業に
役立てる事ができました。
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３．これから教員採用試験を受けるみなさんへ
これから教員採用試験を受けるみなさんに伝えたいことが２つあります。
１つ目は一緒に頑張る事ができる仲間を見つけることです。やはり教職課程をとってい
ると、とっていない友達とはどうしても疎遠になってしまいます。実際私もそうでした。
しかし自治体は違いましたが、一緒に頑張ることのできる友達を見つけ、お互いがお互い
のモチベーションとなり続けました。受験は個人戦だと考えていましたが、その子の存在
がなければ合格することも教員免許を取ることすらできなかったと思います。そのため、
みなさんにも１人でも支え合える友達を見つけて欲しいと思います。
２つ目は何があっても自分を信じ続けることです。題名にしている「挫折の先にあった
もの」の通り私は教員採用試験までに多くの挫折をしています。大きな挫折といえば、高
校受験、大学受験どちらも不合格で第一希望の学校に通えていません。大学受験に不合格
だった時の感覚は今でも忘れられません。そのため受験というものに少なからずトラウマ
があり、努力すれば必ず報われるわけでは無いということを私は知っています。どれだけ
勉強しても点数が上がらなかった時、すぐに大学受験の合格発表日のことを思い出してし
まっていました。それでも、必ず合格する、絶対に卒業して春から先生になるんだという
強い気持ちを持ち続けました。挫折を経験したおかげで自分の中の甘えや油断を全て無く
し、真摯に教員採用試験というものに向き合う事ができました。きっと大きな挫折の先
だったからこそこの結果を掴む事ができたのだと思います。
最後に教員免許を取ることは卒業単位以上多くの単位を取る必要があり、朝も早く帰り
も遅く大変だと思います。私も大阪から通っていたため苦しい時期がありました。しかし
教育実習で私の授業を真剣に聞いてくれ、生徒が言ってくれた「先生なら素敵な先生にな
れます」「初めて国語の授業が楽しいと思えました」という言葉に救われ、これまでの頑張
りが報われた気がしました。苦しいこともあると思いますが、いつか頑張って良かったと
思える時は必ず来ます。これから教員採用試験を受けるみなさんが素敵な結果となること
を願っています。
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教員への道のり

吉田 直昭

１．教員を目指した理由
私が教員になりたいと思った理由は、自分が学生時代にたくさんの先生方にとてもお世
話になったので、次は自分が生徒を支える先生になりたいと思ったからである。教員を目
指すきっかけにもなった自分の学生時代を振り返ることができたのも、何気なく履修して
いた教職課程のおかげでもある。自分は中学生の時に、男子バレーボール部に所属してお
り、監督の紹介で大阪の私立高校への進学を勧められたが、学費のこともあり公立高校へ
の進学と迷っていた時期があった。その時に部活の顧問の先生や、当時の学級担任の先生
やその他多くの先生に相談にのってもらい、私立高校への進学を決心することができた。
教員の仕事は、生徒の今後の人生の分岐点に関わる仕事なので、やりがいと共に大きな責
任もあるので、目指すからには立派な教員になれるように準備を始めた。

２．教員への道のり
教員になるため、教員採用試験に合格するためには、人一倍努力することが大切である。
教員になるためには、生徒に分かってもらえる授業力、規則を守らせる指導力、生徒の疑
問に答えることができる学力、そして教員になりたいという熱量が必要であると私は考え
る。ただひたすらに過去問や問題集を解いたり、参考書を読んでいるだけでは教員になる
ことは難しい。面接や場面指導、模擬授業の練習も、教員になるための必要な対策である。
ただし、上記のような練習は一人ですることは難しく、複数人でやることで大きく意味を
成す対策であると私は考える。そのためにも、空いている時間にサポート室に通い、指導
員の先生に面接練習などをやってもらうことが大切である。面接練習や場面指導練習の際
は、様々な質問に対する応答や対応をあらかじめ用意し、その対策で違和感やおかしな点
などを指導員の先生と共に突き詰めていき、実際の面接、場面指導試験までに修正するこ
とができていれば、このような試験ではいい結果を残せるであろう。また、地域によって
は模擬授業が試験として課される地域もあるので、教科教育法の授業や、学内で実施され
る模擬授業練習会で積極的に模擬授業をおこなったり、他の学生の模擬授業を見学して新
たな発見をすることも合格するために必要なことである。それと同時に筆記試験の対策も
進めることで教員採用試験に合格し、教員になることができると私は思う。また教員採用
試験の間近に教育実習が入る可能性もあるが、それを不利ではなく有利と捉えることが大
切である。私はスクールサポーターや塾講師、学童のアルバイトをしていなかったので、
教育実習が初めて生徒と触れ合う機会になった。実習が始まるまでは、直近に教員採用試
験があるのに試験勉強ができないとネガティブな気持ちになっていたが、いざ実習が始ま
り、生徒と触れ合っていくうちにより教員になりたいという気持ちになり、実習だけでな
く試験勉強のモチベーションにもつながった。
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３．教員を目指す後輩へ
教員採用試験の合格率や出願数は年々下がってきているとはいえ、社会科は常に５倍以
上あり、自治体によっては現役の合格率がとても低い地域もあります。しかし、合格率は
低いと言っても０ではありません。たとえ突破することが難しい壁が目の前に現れたとし
ても、決してあきらめることなく、努力を重ね、教員になるという気持ちを誰よりも強く
持ち、教員採用試験の勉強や教育実習に向けての準備を進めてほしいと思う。神戸学院大
学にはたくさんの教職履修者がいるので、同じ夢を持つ仲間と共に、サポート室によって
励ましあい、互いに切磋琢磨しながら一人でも多くの合格者が出ることを心から望んでお
ります。
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合格体験記

塚原 杏梨

教員を目指したきっかけ
私が教員を目指したのは、高校生の時の恩師との出会いがきっかけでした。恩師からも
らった一つ一つの言葉は、私にとって今でもお守りのような存在で、私もこんなふうに人
に寄り添うことのできる仕事がしたいと思いました。
しかし、大学に進学した時点では教員になるつもりは全くありませんでした。なぜなら、
自分が教員になれる自信がなかったからです。教員を目指す第一歩として、大学１年生の
６月から塾講師のアルバイトを始め、その経験を通して自分に少しずつ自信をつけていき
ました。

教員免許取得にあたって行動したこと
私は本学の現代社会学部に入学しました。そのため、国語の教員免許を取得し教員を目
指すためには、人文学部に転学部する必要がありました。１年次の３月に転学部試験を受
け、２年次からは人文学部で教職課程を履修しました。
人文学部の単位の取得と、１・２年次配当の２年分の教職課程の単位の取得を同時に行
うことになったので、慣れないキャンパスと通学も相まって、とても苦労したことを覚え
ています。

教員採用試験に向けて
教員採用試験に向けて、私が実践したことは、「周りの力を徹底的に借りる」ということ
でした。筆記試験対策では、教員採用試験に現役合格された先輩に連絡を取り、勉強に使
用していたテキストと勉強法を聞いて同じように試験勉強を進めました。その先輩には、
教育実習中にも大変お世話になりました。また、専門科目の勉強には大学入試の赤本や問
題集を使いました。
面接試験対策では、KACの教職サポート室の指導員の先生方に大変お世話になりまし
た。指導員の先生方は、Zoomで教育論の講義を実施してくださったり、場面指導・個人面
接の練習を快く引き受けてくださったりしました。時間の許す限り何度も指導していただ
き、受け答えの内容だけでなく、お辞儀の角度や目線の配り方などの振舞い方の指導もし
てくださいました。
また、模擬授業練習会や日曜特訓に参加することで、より本番に近い環境で集団面接や
模擬授業の練習をすることができました。それに加えて、一緒に教員採用試験を受ける友
人と切磋琢磨しあうことができる場だったと感じます。

モチベーションの保ち方
教員採用試験は６月中旬から一次試験がスタートし、８月下旬ごろに二次試験が終わる
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ため、途中で力尽きることなくモチベーションを保ったまま努力し続けられるかが合否を
分けるのではないかと思います。
私はモチベーションを保つために２つの方法を試していました。１つ目は、毎日何かし
らの問題集に触れるということです。古文の単語帳を眺めるだけの日もありました。勉強
のハードルを下げることで精神面を安定させることができていたと思います。２つ目は、
目に見える努力の跡を目の前に置いておくことです。これまでの勉強時間の記録などがこ
れにあたると思います。私は使い終わったノートや書き込んだプリントを持っておいて、
不安なときに見るようにしていました。
ほかにも、教育実習で担当したクラスの写真やもらった寄せ書きにある生徒からの励ま
しを見ると、頑張ろうという気持ちが湧いてきます。自分に合ったモチベーションの保ち
方を知っておくとよいと思います。

最後に
大学入学時の私からすると、現在の私の状況は想像できないでしょう。目標を定めて努
力をすると、ここまで人の人生は変わるのかと、改めて実感しています。大学で過ごした
４年間は激動で、特に４年次は教員採用試験、教育実習、卒業研究とが重なり、すべてを
投げ出したくなった瞬間もありました。しかしこの教職課程で頑張ってこられたのも、本
学の教職課程のサポートの手厚さや、ともに教員採用試験の受験期間を乗り越えてきた友
人あってのことだと感じます。
また、私はこの４年間で、教員採用試験の合格という自分の目標を達成することができ
ました。自分の決断や努力によって目標が達成できたという成功体験は、これからの私の
人生にも活きると信じています。
教員免許取得や教員採用試験の合格は簡単にできることではありませんが、本学の教員
採用試験に対する手厚いサポートがあればきっと大丈夫です。皆さんの夢が叶うことを
祈っています。
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「教職教育センタージャーナル」投稿規程
2024年９月９日改定

１．（目的）
神戸学院大学教職教育センターは、教職教育に関する研究成果や実践報告を収集・蓄積・発信する
ことにより、組織的な教員養成に寄与することを目的として「教職教育センタージャーナル」（以下、
本ジャーナルという）を発行する。

２．（受領原稿）
本ジャーナルが受領する原稿の種類は以下のとおりとし、⑶を除き他のメディアに未発表または現
在投稿されていないものに限る。なお、投稿者は下記のどの区分での掲載を希望するかを、投稿申
請時に明記すること。
⑴ 論 文：教職教育に関する研究論文で、著者自身によるオリジナルな研究成果をまとめたもの
⑵ 実践研究：授業実践、教材・教具の開発等、教職教育に関する実践をまとめたもの
⑶ そ の 他：教職教育センター・各学部等の活動報告、教職教育に関わる研究会・研修会・講演

会などの参加報告、資料紹介、書評、学生の活動記録等
３．（刊行頻度）
本ジャーナルは、原則として年１回刊行する。

４．（ホームページでの公開）
本ジャーナルに掲載する論文等は、原則として教職教育センターのホームページ上で公開する。

５．（編集委員会及び編集委員長）
本ジャーナルの編集委員会は、教職教育センター委員会がこれを担当し、編集委員長は教職教育セ
ンター所長がこれを兼務する。

６．（編集委員会の権限）
編集委員会は、受領原稿を審査の上、ジャーナル掲載の採否を決定する。ただし、受領原稿⑴⑵の
掲載に関する採否については、原則として２名以上の査読者による査読を経て、最終的に編集委員
会の審査により決定する。なお、査読者については、編集委員長の判断に基づいて学内外の研究者
に依頼し、その氏名の公表は行わないものとする。

７．（事務局）
本ジャーナルの編集委員会事務局を教務センター教務グループに置く。

８．（投稿資格）
本ジャーナルに投稿が認められる者は、原則として本学の教職員または学生とする。ただし、編集
委員会が認めた場合はこの限りではない。

９．（掲載の順序）
論文の掲載の順序は、原則として原稿の種類ごとに受理の順とする。

10．（校正）
著者は原稿と照合して校正を行う。その際、原稿の書き換えは行わないものとする。

11．（執筆要領）
執筆要領は別に定める。

12．（著作権）
掲載された論文等の内容についての責任は著者が負うものとする。また、その著作権は著者に属し、
編集出版権は神戸学院大学教職教育センターに属する。

13．（その他）
その他必要な事項は、編集委員会で定める。

14．（要項の取扱い）
本要項の取扱いは、教職教育センター委員会が行う。
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「教職教育センタージャーナル」執筆要領
2024年９月９日改定

１．原稿の種類
⑴ 論 文：教職教育に関する研究論文で、著者自身によるオリジナルな研究成果をまとめた

もの
⑵ 実践研究：授業実践、教材・教具の開発等、教職教育に関する実践をまとめたもの
⑶ そ の 他：教職教育センター・各学部等の活動報告、教職教育に関わる研究会・研修会・講

演会などの参加報告、資料紹介、書評、学生の活動記録等

２．原稿の分量
掲載原稿１篇の分量は、本文・注・引用文献・参考文献・図表およびその簡単な見出しを含み、
原則として以下を目安とする。ただし、編集委員会が認める場合はこの限りではない。
⑴ 論 文：14ページ以内
⑵ 実践研究：14ページ以内
⑶ そ の 他：５ページ以内

３．投稿の手続き
次の２点を投稿期限までに、神戸学院大学教務センター教務グループ宛にデータにて提出する。
⑴ 投稿申請書（神戸学院大学教職教育センターウェブサイトから入手）
⑵ 原稿電子媒体

４．校正等
初校校正のみ投稿者が行い、以後は誤植等に限り編集委員会が行う。

５．原稿作成上の留意点
⑴ 原稿の書き方
①原稿は、本文、図、表、要旨、キーワードからなるものとする。また、可能な限り英文要旨と
英文キーワードを含むものとする。
②本文は、原則としてMicrosoft Word で読み取り可能な文書ファイルとし、Ａ４版縦位置、横書
き、１段組みで作成する。
③体裁は、上下に20㎜と左右に30㎜の余白、１行44文字、１ページ42行とし、書体は、和文を『Ｍ
Ｓ明朝』、英文を『Times New Roman』とする。また、文字サイズは表題を『18pt』、それ以外
を『10.5pt』もしくは『11pt』とする。
④原稿は、日本語表題・英文表題、日本語著者名・英著者名、日本語要旨、英文要旨、日本語キー
ワード、英文キーワード、本文、引用・参考文献の順で記載する。また、第１ページにおいて、
最下行に線を引き脚注を挿入する等して、著者の所属と役職を記載する。

⑵ 図・表について
①図・表は、原稿中の該当する箇所に挿入し、図表の番号およびキャプションを付記する。この
場合、上下を本文から切り離して１行ずつあけるものとする。
②図・表は鮮明に描き、そのまま製版できるものを提出する。
③製版に際して縮小しても差し支えないよう、線や字の大きさ等全体の体裁を考えて作製する。
④図の大きさや地図の縮尺を示すときはスケールを図中に示す。
⑤写真は鮮明なものを用いる。



⑶ 引用・参考文献について
①本文中の文献の引用方法は、各学問分野の慣例に従うものとし、共通の規則は定めない。
②引用・参考文献は本文末に一括し、アルファベット順または50音順（同じ著者の場合は年代順）、
あるいは引用順に記載する。

⑷ 要旨・英文要旨・英文キーワードについて
①論文の内容を具体的に表す400字程度の要旨と、論文検索用キーワード（６語以内）を、それぞ
れ日本語で記載する。
②簡潔な英文要旨と英文キーワードを可能な限り付記する。



● 実践研究 ●
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